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ス タ ー ト ・ ・ ・ 市 民 窓 口 館    

 

1 ・ 観 音 寺 （ か ん の ん じ ）  

2 ・ 石 和 陣 屋 跡 （ い さ わ じ ん や あ と ）  

3 ・ 神 明 神 社 （ し ん め い じ ん じ ゃ ）  

4 ・ 元 正 院 （ が ん し ょ う い ん ）  

～ 道 祖 神 ～  

5 ・ 四 日 市 場 の 道 標  

6 ・ 須 田 家 住 宅  

7 ・ 馬 場 の 石 造 物 群  

8 ・ 清 流 公 園 ※ ト イ レ あ り  

9 ・ 道 祖 神 ・ 馬 頭 観 音  

1 0 ・ 広 瀬 の 石 造 物 群  

～ 道 祖 神 ～  

1 1 ・ 八 王 子 神 社  

1 2 ・ 恵 法 寺 （ え ほ う じ ）  

～ 道 祖 神 群 ～  

1 3 ・ 諏 訪 神 社  

 

ゴ ー ル ・ ・ ・ ・ 市 民 窓 口 館  

 

※ ト イ レ が ス タ ー ト の 市 民 窓 口 館 と 、 中

間 の 清 流 公 園 に し か あ り ま せ ん 。  

 

 



市 川 道 （ い ち か わ み ち ）  

市 川 大 門 は 武 田 信 玄 が 活 躍 し た 戦 国 時 代 か ら

宿 場 町 と し て 栄 え た 町 で 、 甲 斐 源 氏 発 祥 の 地 と も

言 わ れ て い ま す 。 古 く か ら 和 紙 の 生 産 が 盛 ん で 、

今 に 続 く 和 紙 の 里 に も な っ て い ま す 。 現 在 も 市 川

大 門 産 の 障 子 紙 は 全 国 シ ェ ア の 4 0 ％ を 占 め て い

ま す 。 美 人 の 肌 の よ う に 美 し い 事 か ら そ の 名 が 付

い た 「 肌 吉 紙 （ は だ よ し が み ）」 は 戦 国 時 代 か ら

江 戸 時 代 に か け て 保 護 さ れ て き ま し た 。 そ の 紙 漉

の 中 心 は 「 本 衆 」 ま た は 「 肌 吉 衆 」 と 呼 ば れ 、 名

字 帯 刀 と 諸 役 免 除 を 許 さ れ た 特 権 集 団 で し た 。

「 本 衆 」 を 中 心 に 漉 き 手 の 家 は 2 5 0 軒 に も 及 ん

だ と 言 わ れ て い ま す 。  

 市 川 大 門 は「 花 火 の ま ち 」と し て も 有 名 で す が 、

元 禄 ～ 享 保 年 間 こ ろ 紙 工 ・ 甚 左 衛 門 の 命 日 に 打 ち

上 げ ら れ た 事 に 始 ま る と 言 わ れ て い ま す 。 現 在 で

は 、 三 河 吉 田 ・ 常 陸 水 戸 と と も に 日 本 三 大 花 火 の

一 つ に 数 え ら れ る ほ ど に 成 長 し ま し た 。  

 市 川 大 門 宿 は 駿 州 往 還 の ほ か 中 道 往 還 へ 通 じ

る 脇 道 も あ り 、 交 通 の 要 で あ る と 共 に 周 辺 地 域 の

商 業 的 中 心 地 で し た 。 甲 府 盆 地 各 地 か ら 市 川 大 門

へ 向 か う 道 は 「 市 川 道 」 と 呼 ば れ 、 ① 石 和 か ら の

道 ② 八 代 か ら の 道 ③ 芦 川 か ら の 道 ④ 西 郡 か ら の

道 ⑤ 竜 王 か ら の 道 が あ り ま し た 。  
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市 川 に 住 ん で い る 人 は

い っ た い 何 て よ ん で い

た 道 な の だ ろ う か ？  



1 .  法 城 山 観 音 寺  
養 老 年 間 （ 7 2 0 年 頃 ） 僧 行 基 創 立 と 伝 え

ら れ て い ま す 。 南 北 朝 時 代 末 期 こ ろ 武 田 信

成 が 七 堂 を 修 復 し 、 鎌 倉 か ら 仏 満 禅 師 を 迎

え て 開 祖 と し ま し た 。 地 理 的 に は 石 禾 御 厨

の 中 心 地 で 寺 運 が 栄 え た と 言 わ れ て い ま す

が 、 武 田 氏 滅 亡 時 の 兵 火 に 焼 か れ 、 今 は 信

成 と 信 春 二 代 の 位 牌 が 安 置 さ れ て い る ほ か 、

境 内 に 数 基 の 五 輪 塔 が 残 さ れ て い ま す 。  

臨 済 宗 京 都 妙 心 寺 末  
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2 . 石 和 陣 屋 跡  
「 陣 屋 」 と は 、 江 戸 時 代 の 徳 川 幕 府 直 轄 領 の 代

官 の 住 居 及 び 役 所 が 置 か れ た 建 物 、あ る い は 3 万

石 以 下 の 城 を 持 た な い 大 名 の 藩 庁 が 置 か れ た 屋

敷 の こ と で す 。石 和 陣 屋 は 、寛 文 元 年（ 1 6 6 1 ）

に 三 代 将 軍 ・ 徳 川 家 光 の 二 男 綱 重 が 甲 府 城

主 と し て 笛 吹 川 以 西 の 甲 斐 国 を 領 し た の に

伴 い 、 残 っ た 幕 府 領 を 支 配 す る た め に 平 岡

良 辰 に 命 じ て 陣 屋 を 築 か せ た の に 始 ま り ま

す 。 宝 永 元 年 （ 1 7 0 4 ）、 甲 斐 国 国 中 三 郡 は

柳 沢 吉 保 の 領 地 と な り ま す が 、 享 保 9 年

（ 1 7 2 4 ） に 柳 沢 氏 は 大 和 郡 山 へ 転 封 と な り

甲 斐 国 は 全 体 が 幕 府 直 轄 領 と な り ま す 。 幕

府 は 甲 斐 国 内 を 治 め る た め ３ 人 の 代 官 を 任

命 し 、 そ の 代 官 所 の 一 つ が 石 和 陣 屋 に 置 か

れ ま し た 。 天 保 1 3 年 （ 1 8 4 2 ）、 八 代 郡 小 城

村 ( 旧 一 宮 町 ) に あ っ た 由 学 館 と い う 学 問 所

を 陣 屋 の 脇 に 移 し ま す 。 石 和 陣 屋 は 幕 末 ま

で 存 続 し ま す が 、 明 治 元 年 ( 1 8 6 8 ) に 廃 止 と

な り ま し た 。 当 時 の 陣 屋 門 は 明 治 7 年 ( 1 8 7 4 )

に 払 い 下 げ ら れ 、 近 く の 八 田 御 朱 印 屋 敷 の 表 門 と

し て 移 築 さ れ て い ま す 。 現 在 で は 陣 屋 の 跡 地 は

近 代 的 な 石 和 南 小 学 校 に な り 、 校 門 前 に は 陣 屋 跡

を 示 す 石 碑 が 残 さ れ て い ま す 。  
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3 . 神 明 神 社  
神 明 神 社 は 天 照 皇 大 神 ( ｱ ﾏ ﾃ ﾗ ｽ ｵ ｵ ﾐ ｶ ﾐ ) を 祭 神 と

し 、 伊 勢 神 宮 を 総 本 社 と す る 神 社 で す 。 窪 中 島 の

神 明 神 社 は 、弁 恭 天 皇 8 年 に 勧 請 さ れ た と 伝 え ら

れ て い ま す 。  

鎌 倉 時 代 頃 に 書 か れ た『 神 鳳 鈔（ じ ん ぼ う し ょ

う ）』 と い う 書 物 に は 当 時 伊 勢 神 宮 が 持 っ て い た

領 地 の 一 覧 が あ り ま す が 、 そ の 中 に 「 甲 斐 国  石

禾 御 厨 （ い さ わ み く り や ） 2 5 0 町 」 と い う 記 載 が

あ り ま す 。 御 厨 と は 神 社 の 所 領 を 意 味 し 、 有 力 な

貴 族 や 寺 院 の 領 地 で あ る 「 荘 園 」 と 同 じ よ う な 私

有 地 で し た 。 御 厨 内 に 領 主 で あ る 神 社 の 祭 神 が 勧

請 さ れ る こ と が 多 い の で 、 神 明 神 社 の 周 辺 に 石 禾

御 厨 が 広 が っ て い た も の と 考 え ら れ ま す 。  

か つ て は 神 明 神 社 の 前 を 石 和 川 と い う 川 が 流

れ 、 木 々 が 繁 茂 し う っ そ う と し て そ う で す 。 そ の

た め  

“ 石 禾 川 森 の 木 か げ の く ら け れ ば  

ひ る も 篝 を た く 鵜 船 か な “  

と い う 歌 が 伝 わ っ て い ま す 。  

 鳥 居 は 高 さ  

5 . 2 m の 両 部  

鳥 居 で 、 ケ ヤ  

キ 材 を 用 い た  

木 製 の 鳥 居 で  

す 。  
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4 . 福 寿 山 元 正 院  
元 正 院 は 曹 洞 宗 の 寺 院 で 、 永 正 ５ 年 （ 1 5 0 8 ）

に 創 建 さ れ ま し た 。 境 内 に は 山 門 と 本 堂 ・ 庫 裏 な

ど の 建 物 が あ り ま す 。 山 門 は 薬 医 門 と い う 形 式 で 、

門 前 の 両 脇 に は 、 三 界 万 霊 塔 が 建 て ら れ て い ま す 。 

 境 内 の 一 画 に は 、「 秋 葉 三 尺 坊 大 権 現 」 を 祀 っ

た お 堂 が あ り ま す 。  
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道 祖 神 と は 路 傍 の 神 で 、 集 落 の 境 や 村 の 中 心 、

村 内 と 村 外 の 境 界 や 道 の 辻 、 三 叉 路 な ど に 主 に 丸

石 や 石 碑 、 石 造 物 の 形 態 で 祀 ら れ る 神 様 で す 。  

皆 さ ん の 身 近 な 場 所 に も あ る と 思 い ま す ！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . 四 日 市 場 の 道 標
ど う ひ ょ う

 
道 標 と は 漢 字 の 通 り  

“ み ち し る べ ” で す 。  

こ の 道 標 に は  

「 右 は 市 川 道 、 左 は 佐 久 道 」  

と 記 し て あ り ま す 。 こ の 角 を  

右 に 曲 が る と 市 川 大 門 方 面 に  

行 け る 事 を 示 し て い ま す 。  

こ の 道 標 に は ｢南 無 地 蔵 菩  

薩 」 と 彫 ら れ て い ま す が 、 ほ  

か に も 色 々 な 形 が あ り ま す  

( 6 )  

い ろ い ろ な 道 祖 神 に 注 目 ！  



6 . 須 田 家 住 宅  

昭 和 2 年 ご ろ に 建 築 さ れ た 洋 館 の 住 宅 で

す 。 平 成 1 0 年 9 月 2 日 に 国 の 有 形 文 化 財

に 登 録 さ れ ま し た 。   

木 造 2 階 建 て 、 瓦 葺 、 建 築 面 積 9 1 ㎡  
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1 階 を 下 見 板 貼 り 、 2 階 を

ド イ ツ 壁 と し て ハ ー フ テ

ィ ン バ ー 風 の 洋 館 で 、水 害

を 考 慮 し て 基 礎 を 地 盤 よ

り 1 2 0 c m 程 の 高 さ に し て

い る 点 に 特 徴 が あ る よ 。装

飾 的 な 避 雷 針 や 室 内 の 漆

喰 レ リ ー フ な ど に 施 主 の

洋 館 に 対 す る 思 い 入 れ が

強 く 込 め ら れ て い る ね ！  



7 . 広 瀬 の 石 造 物 群 1  
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畑 の 中 に あ り ま す が 、 良 く 見 る と 六 地 蔵

2 体 、 馬 頭 観 音 が 2 体 、 地 蔵 が 2 体 と 髭 題

目 の 計 7 体 あ り ま す 。  

髭
ひ げ

題 目
だ い も く

と は ・ ・ ？  

「 南 無 妙 法 蓮 華 経 」 の 七 文 字 を ｢ 題 目 ｣ と

言 い ま す 。 南 無 妙 法 蓮 華 経 を 紙 や 石 に 書 く

時 に 、 一 画 一 画 を ヒ ゲ の よ う に は ね て 書 い

た も の を 「 髭 題 目 」 と 呼 び ま す 。  

こ れ を 刻 ん だ 題 目 塔 を 『 髭 題 目 塔 』 と い

い ま す 。 日 蓮 宗 の お 寺 が あ る と こ ろ に は よ

く 立 っ て い ま す 。  

写 真 一 番 右 奥 の 文 字 が 髭 の  

よ う に は ね て い る か よ く 見 て  

く だ さ い 。  
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http://www.weblio.jp/content/%E5%8D%97%E7%84%A1%E5%A6%99%E6%B3%95%E8%93%AE%E8%8F%AF%E7%B5%8C
http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E7%94%BB
http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E7%94%BB
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%92%E3%82%B2


 

寺 や 墓 地 の 入 口 に は 「 万 霊 塔 」 も

よ く 見 か け ま す 。  
「 髭 題 目 」は 日 蓮 宗 の お 寺 の 入 口 に よ く 見 ら

れ ま す が 、お 寺 や 墓 地 に は「（ 三 界 ）万 霊 塔（ 等 ）」

と い う 石 造 物 も よ く 見 ら れ ま す 。こ れ は 三 つ の

世 界 す べ て の 精 霊 に 対 し て 供 養 す る こ と を 表

し て い ま す 。  

 三 界 と い う の は 、 仏 教 で 言 う 「 欲 界 （ よ く か

い ）」、「 色 界 （ し き か い ）」、「 無 色 界 （ む し き か

い ）」 の 三 つ の 世 界 で す 。  

 三 界 の 「 界 」 は 「 層 」 と い う 意 味 も あ り 、 三

界 は 三 つ の 階 層 と も い え ま す 。  

 最 下 層 の 欲 界 は 、 淫 欲 ・ 食 欲 ・ 睡 眠 欲 な ど 、

本 能 的 な 欲 望 に 支 配 さ れ る 世 界 で す 。細 分 化 す

る と 2 0 ～ 3 6 階 層 に 分 け ら れ ま す が 、 下 は 8

つ の 地 獄 （ 八 大 地 獄 ）、 上 は 6 つ の 欲 天 （ 六 欲

天 ） で 、 人 間 界 が 属 す る 四 代 州 は そ の 中 間 に 位

置 し ま す 。  

 色 界 は 、 欲 界 の 上 に あ り ま す 。 色 と は 形 あ る

も の の こ と で 、 欲 望 か ら 離 れ 、 物 質 的 な も の す

べ て が 清 浄 で あ る 世 界 で す 。  

 無 色 界 は 、 色 界 の さ ら に 上 に あ り 、 物 質 的 な

束 縛 を 超 越 し 、 受 （ 感 覚 ・ 知 覚 ）、 想 （ 概 念 ・

構 成 ）、 行 （ 意 思 ・ 記 憶 ）、 識 （ 純 粋 意 識 ） と い

う 精 神 的 な 要 素 だ け か ら 構 成 さ れ る 高 度 な 世

界 で す 。  

人 間 を 含 め た あ ら ゆ る 生 き 物 は 生 死 を 繰 り

返 し な が ら こ の 三 つ の 世 界 を 輪 廻 （ り ん ね ） し

ま す 。 こ の 三 界 の 輪 廻 を 乗 り 越 え 、 解 脱 （ げ だ

つ ）」 し た の が 仏 陀 で す 。  

万 霊 塔 は そ の 名 の と お り 、 宗 派 に 関 係 な く 、

も ろ も ろ の 霊 を 供 養 す る た め に 造 ら れ た 塔 で

す 。寺 や 墓 地 が 現 世 と は 違 う 異 界 で あ る と い う

考 え か ら 、そ の 境 界 に 立 て ら れ た も の と も 言 わ

れ て い ま す 。  
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8 . 石 和 町 清 流 公 園  
石 和 町 清 流 公 園 は 、 笛 吹 市 ス コ レ ー セ ン タ ー に

隣 接 す る 公 園 で す 。  

 柔 道 場 、 剣 道 場 、 弓 道 場 ( 近 的 場 ・ 遠 的 場 ) 、 相

撲 場 を 備 え た 武 道 館 が あ り 、 ス ポ ー ツ 施 設 が 充 実

し て お り 、 市 主 催 の 大 会 を は じ め 多 く の 大 会 の 会

場 と し て 利 用 さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 小 さ な お 子 様 も 遊 べ る 浅 め の じ ゃ ぶ じ ゃ

ぶ 池 や 遊 具 、 休 憩 の 出 来 る 東 屋 が あ り 、 ち ょ っ と

し た お 散 歩 コ ー ス に も お す す め の 場 所 で す 。  
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MEMO 
 



9 . 広 瀬 の 馬 頭 観 音 ・ 道 祖 神  
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馬 頭 観 音 は 観 音 菩 薩

の 変 化 身 の 一 つ で ，六 観

音 の 一 つ と さ れ ま す 。  

こ の 馬 頭 観 音 は 、柔 和

な 表 情 の 観 音 様 の 頭 に

馬 の 頭 飾 り を つ け て い

ま す 。  

忿 怒 相 （ ふ ん ぬ そ う ）

を も ち ， 人 身 で 、 頭 が 馬

の も の も あ り ま す 。  

頭部に注目です！  

https://kotobank.jp/word/%E5%85%AD%E8%A6%B3%E9%9F%B3-663303
https://kotobank.jp/word/%E5%85%AD%E8%A6%B3%E9%9F%B3-663303


 

 

 

 

 

頭 上 に 馬 の 頭 を 持 ち 、 忩 怒 （ ふ ん ぬ ） の 形 相 を

し て い る 馬 頭 観 音 は 、 馬 頭 大 士 、 馬 頭 明 王 、 大 力

持 明 王 、 馬 頭 金 剛 明 王 な ど と も 呼 ば れ て お り 、 六

観 音 （ あ る い は 七 観 音 ） の ひ と つ に 数 え ら れ る と

と も に 、 八 大 明 王 の な か の ひ と つ に も な っ て い ま

す 。  

 頭 に あ る 馬 頭 は 、 古 代 イ ン ド の 理 想 的 な

王 と さ れ る 転 輪 王 の 宝 馬 が 、 四 方 を 駆 け ま

わ っ て 威 服 す る よ う に 、 衆 生 を 悩 ま ず 四 魔

を し た が わ せ る 威 力 を あ ら わ し て お り 、 悟

り を 求 め る の に 重 い 障 害 と な る 罪 業 を 食 い

つ く し て し ま う と い う 意 味 が あ る と い わ れ

て い ま す 。  

 し か し 、 こ の 馬 頭 観 音 が 石 造 物 と し て 造

ら れ た 目 的 の 多 く は 、 頭 に あ る 馬 頭 か ら の

連 想 に よ っ て 、 生 活 し て い く う え で と て も

大 切 な 働 き 手 で も あ っ た 馬 の 供 養 や 無 病 息

災 を 祈 り 願 う た め で あ っ た よ う で す 。  

 そ し て 、 時 代 が 下 っ て く る に つ れ て 、 死

ん だ 馬 の 供 養 の た め に 造 立 さ れ 、 い わ ば 墓

標 の よ う な 意 味 を 持 つ よ う に も な り ま し た 。 

 こ の こ と か ら 、 馬 頭 観 音 は 、 馬 に 関 係 の

あ る 仕 事 に た ず さ わ る 人 た ち の 講 集 団 や 馬

を 飼 っ て い る 家 を 中 心 に 信 仰 さ れ て き ま し

た 。  

 石 像 は 、 頭 上 に 一 匹 の 馬 を の せ た 独 尊 と

し て 刻 ま れ て い る の が 普 通 で 、 自 然 石 あ る

い は 人 工 石 に 「 馬 頭 観 音 」「 馬 頭 観 世 音 」「 馬

頭 観 世 音 菩 薩 」 な ど と 文 字 だ け を 刻 ん だ も

の も あ り ま す が 、 こ れ は 一 般 に 比 較 的 新 し

い 時 代 の も の で す 。  

（ 1 2 ）  

馬頭
ば と う

観音
か ん の ん

 
を知っていますか？  



1 0 . 広 瀬 の 石 造 物 群 2  

六 地 蔵 2 体 、他 に 五 輪 塔 の よ う な 石 造 物 が 2

体 。 丸 石 が 1 体 あ る ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

（ 1 3 ）  

MEMO 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五 輪 塔 （ ご り ん と う ） は 、 主 に 供 養 塔 ・ 墓 塔 と

し て 使 わ れ る 仏 塔 の 一 種 で す 。 五 輪 卒 塔 婆 、 五 輪

解 脱 と も 呼 ば れ て い ま す 。 一 説 に 五 輪 塔 の 形 は イ

ン ド が 発 祥 と い わ れ 、 本 来 舎 利 （ 遺 骨 ） を 入 れ る

容 器 と し て 使 わ れ て い た と い わ れ て い ま す が 、 イ

ン ド や 中 国 、 朝 鮮 に 遺 物 は 存 在 し て い ま せ ん 。 日

本 で は 平 安 時 代 末 期 か ら 供 養 塔 、 供 養 墓 と し て 多

く 見 ら れ る よ う に な り ま し た 。 こ の た め 現 在 で は

経 典 の 記 述 に 基 づ き 日 本 で 考 案 さ れ た も の と の

考 え が 有 力 で す 。 教 理 の 上 で は 、 方 形 の 地 輪 、 円

形 の 水 輪 、 三 角 の 火 輪 、 半 月 型 の 風 輪 、 宝 珠 あ る

い は 団 子 形 の 空 輪 か ら な り 、 仏 教 で 言 う 地 水 火 風

空 の 五 大 元 素 を 表 し て い ま す 。 石 造 で は 平 安 後 期

以 来 日 本 石 塔 の 主 流 と し て 流 行 し ま し た 。 本 来 、

密 教 系 の 塔 で 、 各 輪 の 四 方 に 梵 字 を 表 し た も の が

あ り ま す 。 し か し 早 く か ら 宗 派 を 超 え て 用 い ら れ

ま し た 。 石 造 の も の は 石 造 美 術 の 一 分 野 と し て 重

要 な 位 置 を 占 め ま す 。  

         （ 1 4 ）  

五 輪 塔 っ て  

何 だ ろ う ？  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BE%9B%E9%A4%8A%E5%A1%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A2%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E5%A1%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%8E%E5%88%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E9%AA%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B9%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E5%A4%A7
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9F%B3%E9%80%A0%E7%BE%8E%E8%A1%93&action=edit&redlink=1


 

 

 

 

 

八 王 子 神 社 は 、古 く か ら 広 瀬 村 の 氏 神 と し て 鎮

座 し て い ま す 。 武 田 家 累 代 の 祈 願 所 と し て 永 禄 4

年 ( 1 5 6 1 ) に 太 刀 の 奉 納 が あ っ た と 伝 わ っ て い ま

す 。 し か し 、 天 和 ２ 年 ( 1 6 8 2 ) 神 主 家 の 火 災 に よ

り 社 記 文 献 等 悉 く 焼 失 し て し ま い ま し た 。  

祭 神 は 大 己 貴 命 ( ｵ ｵ ﾅ ﾑ ﾁ ﾉ ﾐ ｺ ﾄ ) を 主 神 と し 、 国 狭

槌 命 ( ｸ ﾆ ｻ ﾂ ﾁ ﾉ ﾐ ｺ ﾄ ) 、 少 彦 名 命 ( ｽ ｸ ﾅ ﾋ ｺ ﾅ ﾉ ﾐ ｺ ﾄ )  五 男 三

女 神 で す 。「 八 王 子 」 と い う 社 名 は 仏 教 の 守 護 神

で あ る 牛 頭 天 王 （ ご ず て ん の う ） の 8 人 の 子 で 、

八 つ の 方 位 の 守 り 神 に 由 来 し ま す が 、 明 治 の 神 仏

分 離 以 降 、 五 男 三 女 神 に 替 え ら れ た と 考 え ら れ ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （ 1 5 ）  

八王子神社  



 

 

 

恵 法 寺 は 、 室 町 時 代 後 期 に 身 延 山 に 深 く 帰 衣 し

た 恵 月 院 日 真 尼 が 開 山 し た お 寺 で す 。  

日 真 尼 は 、 武 田 信 玄 の 側 近 だ っ た 駒 井 高 白 斎 政

武 の 妻 、 あ る い は 娘 と 言 わ れ て い ま す 。  

日 真 尼 は 、 始 め 薬 師 如 来 を 信 仰 し て い ま し た が 、

や が て 身 延 山 の 七 面 天 女 を 信 仰 す る よ う に な り 、

女 性 と し て は 初 め て 七 面 天 女 を 勧 請 し て 祀 り ま

し た 。 永 禄 1 1 年 （ 1 5 6 8 ） 日 宝 上 人 を 住 職 に 迎

え ま し た が 上 人 自 ら は ２ 世 と な り 、 日 真 尼 を 開 山

上 人 と し ま し た 。  

日 真 尼 は 、 念 願 で あ っ た 七 面 堂 を 元 亀 元 年

（ 1 5 7 0 ） 1 0 月 に 建 立 し 、 天 正 ８ 年 （ 1 5 8 0 ） 1 0

月 １ 日 、 8 2 才 の 生 涯 を 閉 じ ま し た 。  

江 戸 時 代 に 入 っ て 、 安 永 ５ 年 （ 1 7 7 6 ） 、 石 和

代 官 だ っ た 久 保 平 三 郎 勝 峰 は 娘 の 逝 去 に 際 し 恵

法 寺 を 菩 提 寺 と 定 め 、 本 堂 建 築 資 金 を 寄 附 。 本 堂

と 庫 裡 客 殿 を 建 立 し ま し た 。  

文 化 ３ 年 ( 1 8 0 6 ) に は 厄 除 祖 師 像 泰 安 。 以 来 、

厄 除 け の 寺 と し て 更 に 鬼 子 母 神 ・ 大 黒 天 ・ 身 延 願

満 稲 荷 分 社 ・ 毘 沙 門 天 が 安 置 さ れ 、 多 く の 信 仰 を

集 め ま し た 。  

明 治 4 0 年 ( 1 9 0 7 ) 8 月 の 大 水 害 で 本 堂 以 外 の 堂

舎 が 流 出 。昭 和 2 3 年 ( 1 9 4 8 ) 以 降 、復 興 整 備 を 行

い 、 今 で は 、 甲 斐 石 和 温 泉 七 福 神 の 第 ４ 番 霊 場 、

石 和 の 毘 沙 門 天 、 水 琴 窟 の 寺 、 草 木 ・ 花 の 寺 と し

て 親 し ま れ て い ま す 。  

庭 園 に は 石 造 宝 船 七 福 神 を 分 身 と し て 祀 り 、七

福 神 御 堂 内 に は 木 造 毘 沙 門 天 坐 像 を 御 本 尊 と し

て 安 置 し て い ま す 。  

 

（ 1 6 ）  

真光山恵法寺  



～七福神回文歌～  
  

な が き よ の と お の ね ぶ り の み な め ざ め

な み の り ふ ね の お と の よ き か な  

 

《 永 き 世 の 遠 の 眠 り の 皆 目 覚 め  

波 乗 り 船 の 音 の 良 き か な 》 
※後 ろから読 んでも意 味 が同 じ文 を回 文 歌 という  

 
 

 

七 福 神 が 乗 っ て い る 宝 物 を 積 み 込 ん だ 帆 船 （ 宝

船 ） に は 上 記 の 回 文 歌 が 書 か れ る こ と が 多 く 、  

正 月 の 2 日 に そ の 絵 を 枕 の 下 に 入 れ て 寝 る と 良 い

初 夢 を 見 る こ と が で き る と 言 わ れ て い る  

 

 

 

～ 石 和町 温泉 七 福神 紹介 ～  
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恵 法 寺・ ・ ・ 毘 沙 門 天  

常 徳 寺・ ・ ・ 恵 比 寿 神  

大 蔵 経 寺・ ・ ・ 福 禄 寿 尊  

常 在 寺・ ・ ・ 布 袋 尊  

蓮 朝 寺・ ・ ・ 弁 財 天  

仏 陀 禅 寺・ ・ ・ 寿 老 尊  

遠 妙 寺・ ・ ・ 大 黒 天  
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%9D%E5%A4%A2


 

石 和 町 のこの七 ヶ所 のお寺 では、七 福

神 巡 りの参 拝 者 が、元 旦 からの 1 0 日

間 で約 ３００ ０人 訪 れています。  
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所 在 地 ： 石 和 町 四 日 市 場 2 3 2 5  

御 祭 神 ： 武 御 名 方 命 ( ﾀ ｹ ﾐ ﾅ ｶ ﾀ ﾉ ﾐ ｺ ﾄ )  

縁  起 ： 由 緒 不 詳  

社  殿 ： 本 殿 9 尺 - 9 尺  拝 殿 5 間 - 3 間 半  

祭  日 ： ４ 月 1 5 日 、 1 月 1 5 日  

御 祭 神 は 春「 そ ば 」と 煙 火 を 忌 み き ら う と い わ

れ て い る 。  

末 社 に 天 照 皇 大 神  金 比 羅 大 権 現  石 尊 大 権

現  小 剣 神 社 を 祀 る 。  
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諏訪神社  



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ 2 0 ）  

MEMO 
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MEMO 

 



 

 （ 2 0 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ Ｎ Ｄ  

て く て く 古 道 を 歩 こ う  
 

市川道 (石 和 編 ) 
 

笛 吹 市 教 育 委 員 会  

文 化 財 課  

℡ 0 5 5 - 2 6 1 - 3 3 4 2  

 

市 川 道 は 市 川 大 門 へ の 諸 道 で す 。  
  

１ 石 和 か ら の 道  

２ 八 代 か ら の 道  

３ 芦 川 沿 い の 道  

４ 西 郡 か ら の 道 （ 市 外 ）  

５ 竜 王 方 面 か ら の 道 （ 市 外 ）  

と 5 つ の 方 面 か ら あ り ま す 。  

機 会 が あ り ま し た ら 、 ほ か も 歩 い て み て く

だ さ い 。  
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